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437　　　 妊娠 12週における早期羊水検査に関す

る検討
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L目的］妊娠 12週時の早期羊水検査（AC）の 診断 安

全性 に つ い て 経頸管的絨毛検査（CVS）と比較検討

す る こ とを 目的とする。

［方法］染色体分析を 目的と し て 妊娠 12週時に施行

したAC98例（1993年一1997年）とC￥S119例 （1989年
一一199．8年）につ い て，診断精度 ・妊娠予後などを比

較検討 した．AC・CVSは，遺伝外来に て充分な遺伝相

談を行 っ た 後 ， 希望する患者に 行われ た。検査の適

応は ACはほ とん どが高齢妊娠 で あ っ た が ，
CVSで は

両親の い ずれか の 均衡型転座で あ っ た例が最も 多

く，つ い で 高齢妊娠，前 隠染色体異常 の 頤だ っ た．

ACで は12mlの羊水を吸引 し，Cha  の med 　i　um を用 い

て培養した後 ，G分染法を行っ た。CVSは経頸管的に

カテ ーテ ル を挿入 し，咳引 して採取 した，統計学的

解析に はt検定およびカイニ 乗検定を用 いた。

［成績］患者の 平均年齢は ，
AC群36e　2士 5．7歳 ，

　CVS群

32．7一辷5。0歳で，有意毒こAC群で 高力、っ た （p〈Q＿Ol）e

平均妊娠週数はAC群が12。4Jh　1。3週に対 し，CVS群

が 10e　5±0．8週で あ っ た （p〈O．O！）。検体採取不能例

はAC群 で6例（6．1毘），
CVS群2例（1．7X）で あ っ た．培

養不良例はAC群 ，　CVS群 とも 1例つ つ みられた．両群

とも誤診はなか っ たが ，CVS群で は7例で 母体組織

の混入が疑われ ．羊水検査による確認を行 っ た、妊

娠22週未満の fetal　losseよAC群 1壱鼻且（leO毘），CVS轟羊1

例G ．7X）で有意差はなか っ た．妊娠 22週以降で の

fetal！oss は両群ともな く。健児を得たが ，
　AC群 で

は7例 で Hft産（妊娠34週〜36週）が認め られ，有意に

CVS群よりも多か っ た （P〈 ．01））．

「結論］妊娠 12週 に おける早期羊水検査と経頸管的

絨毛検査 は，診断精度
・
安毫性に関してほ ぼ疑 じ と

考え られた b

　［H 的］最近 ，ダ イ オ キ シ ン 類 の 環境 ・人体汚染

に よ る健康被害影響へ の礼会的関心が高まる 中，

産婦人科領域 に お い て も流
・
早産率 の 増加や催奇

形性 ， 子宮 内 膜 症 の 増 加 な ど との 関 連性が指摘 さ

れて い る．しか し，母体や 胎児へ の 汚染実態はま

だ 十分 に解明 さ れ て い る と は い え な い ．今回 わ れ

わ れ は 胎盤 ・儕帯lhレ 母体血 ・i：丿．乳中の ダイ オ キ

シ ン類 を分析す る こ と に よ り，母児の 汚染実態 の

解明 を試 み た ．　［方法11998年 2 月
．tt

　1998 年 9

月 に 経膣分娩 に よ り IE期産 の 妊婦 10名 を，患者 に

同意 を得 た トで 対象 と した．試料と し て 擠帯 血 50

ml ，1治盤組織 200　g ，母体血 は 分娩後の 出jirl．液

5〔〕ml ，母乳 は 産後 1 ウ 月門 fiで に 50ml を そ

れ ぞれ採取 した，測定は ヒ記試料に 1℃ ラ ベ ル 化内

標準物質を添加後，ダ イ オ キ シ ン 類を柚出，精製

し，高分解能 GC −MS に より定量分析 を行 っ た．

L戊積］各試料中 の 濃度 （PcDDs ＋ PCDFs ） と

し て は，脂肪 lg 当た りの 2．3．7 ．8．一．．TcDD 事撞性等

価旨 （TEQ ）換算で，胎盤 68 〜 80　pg （平 均 74，3

p9 ），臍帯血 40 〜48　pg （平均 44．OP9 ），母 体

1血王22 　
t− 37pg 　（

上rユ勾29．5　pg ）　，　お よ （F
’
Ei／：f

’
L　t　7　

〜

34pg （
”1，z均 25．3　pg ）で あ っ た ．注目すべ きこ と

に は，ダ イ オ キ シ ン 類は ，母体血 よ りも，胎盤 や

臍帯血 に高濃度 に 蓄積 して い る傾向が示さ れ た、

こ の 結果 か ら，胎児は 母体か ら血液 を介 して ダイ

オ キ シ ン 類に よ る 汚染 を受 けて い る こ とが示唆 さ

れ た ．　［結論ユダ イ オ キ シ ン 類は胎児期 よ り高濃

度 に移行 して い る 卩∫能性があ り， 今後 ， 催奇形性

や 流 ・早産，周産期 に お け る児 へ の 影響 な ど に つ

い て
．一

層 の 検 討が 必要 と思 わ れ た．
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